
 
併設用途の設置イメージ  

 
■ 特別都市型産業等育成地区の例 
   容積率２００％の工業・準工業地域で、事務所等を設ける場合とそう ない場合のイメージを例示 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■ 事務所等の設置の割合 
 容積率２００％の工業・準工業地域で、 
容積率１６０％を超える建築物を建築する 
場合の事務所等の設置割合 
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